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アズジェント、Amazon EKS環境コンテナのセキュリティ監視を実施
～ MSS for Sysdigの監視対象に Amazon EKS環境が追加 ～ 

2024年 9月 4日 
株式会社アズジェント 

（東証スタンダード・コード番号 4288） 

セキュリティソリューションの提供を主業務とする株式会社アズジェント（所在地︓東京都中央区、代表取締役社
長︓杉本隆洋、東証スタンダード︓4288、以下、アズジェント）は、セキュリティ運用・監視サービス 「セキュリティ・プラ
ス マネージドセキュリティサービス for Sysdig SaaS」（以下、MSS for Sysdig SaaS）の監視対象コンテナプラッ
トフォームに Amazon EKS※1を追加しました。

【MSS for Sysdig SaaS】 
アズジェントでは、コンテナ利用の増加、またそれに伴うセキュリティリスクの増大を解消すべく、2024年 4月にMSS

for Sysdig SaaS の提供を開始しました※2。エンドユーザの Sysdig Secure のログを収集、SOC のアナリストがログ
を詳細に分析し、コンテナで実行された疑わしい操作（コマンド実行、特権昇格、機密ファイルの閲覧、変更等）、外
部への疑わしい接続といった対応が必要なインシデントをエンドユーザに通知するサービスです。MSS for Sysdig 
SaaS を利用することにより、エンドユーザはアズジェントの持つ「セキュリティ専門家の眼」によって Sysdig のコンテナセ
キュリティの能力を享受した高いレベルでのセキュリティ対策を実現するとともに、安心して本来の業務に集中することが
できます。

【Amazon EKS環境へのサービス拡充】 
サービス開始当初、MSS for Sysdig SaaS は Amazon ECS※3環境のコンテナを監視する Sysdig のみを対

象としていました。Amazon ECSは AWS オリジナルのソフトウェアをベースとし、低コストで運用できるコンテナ活用の
第一歩に最適なサービスで、シンプルな環境を手軽に構築することに向いています。 一方、Amazon EKSは
Kubernetes をベースとしています。Kubernetesはオープンソースで世界中の開発者が開発を進めている関係上、
非常に機能が豊富で、アップデートも 3 か月に 1回のペースで実施されています。このため、Amazon EKSは複雑な
環境を多工数で構築することに向いており、複数ホストでのコンテナ運用の際のロードバランシングやリソース管理といっ
た機能が必要な際には多くの場合、Amazon EKS が選択されます。このため、Kubernetes環境にも対応して欲し
いといった声が多く、新たに Amazon EKS環境に対応しました。尚、今後 Azure、Google Cloud上の
Kubernetes環境にも対応していく予定です。 

Amazon EKS環境対応の MSS for Sysdig SaaS の提供開始は 9月 4日から。価格はオープンプライス※４で
す。MSS for Sysdig全体の販売目標は 1年で 100社の販売を目指します。 

※1 Amazon Elastic Kubernetes Service︓オープンソース Kubernetesベースのコンテナ管理プラットフォーム

※2 https://www.asgent.co.jp/press/releases/2024/20240408-001737.html

※3 Amazon Elastic Container Service︓AWSが開発したコンテナ管理プラットフォーム

※4 参考価格︓135,000円／初期費用 25,000円／月（１クラスタ、10 タスクの場合）
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【アズジェント会社概要】 
会社名︓ 株式会社アズジェント （Asgent, Inc.） 
所在地︓ 〒104-0044 東京都中央区明石町 6-4 
代表取締役社長︓ 杉本 隆洋 （すぎもと たかひろ） 
TEL︓ 03-6853-7401（代表）     
資本金︓ 7億 7,111万円 
取引銀行︓ みずほ銀行、三井住友銀行 他 

 
 
【記事ご掲載の際の読者からのお問い合わせ先】 
株式会社アズジェント  

〒104-0044 東京都中央区明石町 6-4 
TEL︓03-6853-7402  E-mail︓info@asgent.co.jp  URL︓https://www.asgent.co.jp/ 

 
 
【報道資料についてのお問い合わせ先】 
株式会社アズジェント  広報担当 横田   
TEL︓03-6853-7401、090-3594-2750    E-mail︓yokota@asgent.co.jp  

 
 
 
 

※ 文中に記載の会社名、商品名は各社の商標または登録商標です。 
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